
バス稚魚は大きなもので体長
25mmくらい。

最終回の第6回活動には、26名のメンバーが参加されました。予想は雨でどんよりとした曇り空。し

かし、終わってみれば雨に降られることもなく、快適な作業日でした。最終回ということで、人工産卵床

は産卵の有無をチェックしつつ全て回収しました。結果、バスの卵も砂利を払った形跡もありませんで

した。稚魚すくいでは、まとまったバス稚魚の群れは見られず、単独または数匹の稚魚が点々と採れ

るといった状況でした。定置網には、今回もコイ科の稚魚が大量に採れ、その約9割はモツゴ、残り1割

が主にコイやフナでした。アイカゴには、ライギョやブルーギルが入っていました。三角網、定置網、ア

イカゴで採れた外来魚は、オオクチバスが85匹、ブルーギルが22匹でした。

150基の人工産卵床を全て回収し
ました。

バスの大型成魚。なんと三角網で
捕獲。高校生、お手柄です。

定置網に入った美形のテナガエ
ビ。

アイカゴで採れたブルーギル。 アサザの花。例年よりやや遅めの
開花です。


